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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り の し ろ 市 議 会 だ よ り

○
三
菱
商
事
連
合
の
撤
退

○
起
債
で
市
へ
の
交
付
税
が
増
え
る
こ
と

○
国
の
制
度
を
活
用
し
た
二
拠
点
生
活
の
推
進

そ
の
他
の
質
問
事
項

専決処分した令和７年度能代市一般会計補正予算の承認
を求めることについて 

議　　　　案　　　　名　　　　等

希　　望 青松・公明党
市民ネットワーク
（市民の声、大河の会、

能代民政会）
平政会 日　本
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文

武
田
正
廣

安
岡
明
雄

今
野
孝
嶺

大
髙

　翔

鍋
谷

　暁

能代市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改
正について 

能代市保育所条例の一部改正について

物品の取得について 

能代市文化会館条例の一部改正について

文化会館自家発電設備等改修工事の請負契約について

令和６年度能代市一般会計決算及び特別会計決算の認定
について 

令和６年度能代市水道事業会計決算の認定について

令和６年度能代市簡易水道事業会計決算の認定について

令和６年度能代市工業用水道事業会計決算の認定につい
て

令和６年度能代市下水道事業会計決算の認定について

令和７年度能代市一般会計補正予算

令和７年度能代市農業集落排水事業特別会計補正予算

令和７年度能代市常盤財産区特別会計補正予算

令和７年度能代市国民健康保険特別会計補正予算 

令和７年度能代市後期高齢者医療特別会計補正予算

令和７年度能代市介護保険特別会計補正予算

令和７年度能代市水道事業会計補正予算

令和７年度能代市一般会計補正予算

令和７年度能代市一般会計補正予算

令和７年度能代市一般会計補正予算

地方財政の充実・強化を求める意見書提出について

地方財政の充実・強化を求める意見書提出について
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厚生年金への地方議会議員の加入を求める決議について議４
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審 議 結 果 一 覧 ○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　－：退席
※議長は可否が同数の場合以外は採決に加わりません。

日
本
語
学
習
活
動
へ
の
支
援
の
拡
充

質
　
日
本
社
会
で
外
国
人
が
日
本
人
と
平
和
共
存
す
る
に
は
、

外
国
人
へ
の
日
本
語
と
社
会
習
慣
の
教
育
が
不
可
欠
だ
。
能

代
で
の
そ
う
し
た
活
動
は
、
お
お
む
ね
そ
の
方
々
の
自
助
努

力
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
支
援
の
拡
充
が
必
要
で
は
。

答
　
平
成
13
年
か
ら
日
本
語
学
習
ふ
れ
あ
い
交
流
支
援
事
業

を
行
い
、
事
業
の
開
始
当
初
か
ら
、
の
し
ろ
日
本
語
学
習
会

の
熱
意
あ
る
運
営
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
本
市
で
生
活
す
る

外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
中
、
従
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
心

の
活
動
は
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
の
し
ろ
日
本
語
学
習
会
の
御
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

障
害
児
保
育
へ
の
補
助
の
拡
充

質
　
障
害
児
保
育
に
必
要
な
保
育
士
の
加
配
に
関
し
、
市
は

加
配
１
人
当
た
り
約
14
万
円
を
保
育
所
に
支
給
し
て
い
る
が

足
元
の
人
件
費
に
は
見
合
っ
て
い
な
い
。
保
育
所
が
子
供
を

預
か
れ
な
け
れ
ば
親
は
働
け
な
い
。
補
助
拡
充
の
考
え
は
。

答
　
令
和
７
年
度
に
お
い
て
、
本
市
の
障
害
児
保
育
に
係
る

補
助
基
準
額
は
月
額
14
万
４
０
０
０
円
と
県
内
で
は
高
い
水

準
に
あ
る
が
、
近
年
の
賃
金
単
価
の
上
昇
に
よ
り
、
保
育
士

の
人
件
費
と
乖
離
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
障
が

い
の
あ
る
子
供
の
受
入
れ
体
制
を
維
持
し
、
全
て
の
家
庭
が

安
心
し
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
補
助
基
準

額
の
見
直
し
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
）

小
野

　
立

　
市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
、
市
議
会
に
関
す
る
質
問
項
目

を
設
け
て
い
ま
す
。
今
年
の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
概
要
　
対
　
象
　
市
内
在
住
満
18
歳
以
上
２
０
０
０
人

　
　
　
　
　
時
　
期
　
令
和
７
年
６
月

　
　
　
　
　
回
収
率
　
36
・
４
％
（
７
２
７
人
）

問
　
能
代
市
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
ほ
か
、
本
会
議
の

ラ
イ
ブ
・
録
画
中
継
や
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
委
員
会

の
傍
聴
を
行
う
な
ど
の
取
組
を
し
て
い
ま
す
が
、
市
議
会
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す
か
。
（
選
択
は
２

つ
ま
で
。
構
成
比
は
回
答
者
７
２
７
人
に
対
す
る
割
合
の
た

め
、
合
計
値
は
１
０
０
％
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

　１
位
　
市
民
の
意
見
を
広
く
聴
く
取
組
を
充
実
す
る

（
43
・
５
％
）

　２
位
　
特
に
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
28
・
７
％
）

　３
位
　
市
政
の
発
展
に
資
す
る
政
策
を
提
案
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27
・
８
％
）

　４
位
　
条
例
や
予
算
等
の
内
容
が
適
正
か
審
議
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
・
９
％
）

　５
位
　
行
政
の
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
・
３
％
）

　６
位
　
議
会
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
を
充
実
す
る

（
８
・
４
％
）

　７
位
　
無
回
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
・
３
％
）

　８
位
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
・
１
％
）

○
三
菱
商
事
の
洋
上
風
力
発
電
事
業
撤
退
の
影
響

○
八
峰
町
及
び
能
代
市
沖
の
洋
上
風
力
発
電
事
業

そ
の
他
の
質
問
事
項

齊
藤
市
政
５
期
20
年
の
総
括
は

質
　
齊
藤
市
長
は
、
平
成
18
年
、
新
能
代
市
の
初
代
市
長
に

就
任
さ
れ
、
５
期
20
年
に
わ
た
り
能
代
市
政
を
担
っ
て
こ
ら

れ
た
。
こ
の
５
期
20
年
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う
に
総
括
さ

れ
る
か
。

答
　
市
民
と
共
に
幸
せ
を
創
る
、
幸
福
共
創
の
基
本
理
念
の

下
、
本
市
の
発
展
に
向
け
て
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
き
た
。

新
市
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
、
財
政
状
況
の
改
善
と
ま
ち

づ
く
り
の
基
盤
を
固
め
、
産
業
振
興
や
子
育
て
支
援
等
様
々

な
施
策
を
具
体
化
し
、
着
実
に
歩
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

市
民
と
共
に
種
を
ま
き
、
育
て
て
き
た
結
果
、
花
が
咲
き
、

実
を
結
ん
で
き
て
い
る
手
応
え
を
実
感
し
て
い
る
。

今
後
の
市
政
及
び
市
長
選
挙
へ
の
対
応
は

質
　
来
年
４
月
は
、
市
長
、
市
議
会
議
員
の
改
選
期
と
な
る
。

厳
し
い
時
代
の
市
政
の
か
じ
取
り
役
を
誰
に
す
る
の
か
を
決

め
る
市
長
選
挙
は
市
民
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
。
今
後
の

市
政
及
び
来
春
の
市
長
選
挙
へ
の
対
応
は
。

答
　
現
在
、
本
市
を
取
り
巻
く
様
々
な
行
政
課
題
の
方
向
づ

け
を
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
発
展
に
向
け
た
事
業
を
一
歩

で
も
前
へ
進
め
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、

次
期
市
長
選
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

希
望

今
野

孝
嶺

○
撤
退
に
伴
う
ま
ち
な
か
コ
サ
ク
ル
等
へ
の
影
響

○
熊
等
の
駆
除
に
関
す
る
新
指
針
へ
の
対
応

○
観
光
客
等
に
熊
等
の
出
没
の
注
意
喚
起
は

そ
の
他
の
質
問
事
項

市
役
所
駐
車
場
内
の
歩
行
者
等
の
安
全
対
策

質
　
市
役
所
本
庁
舎
脇
に
は
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
さ
く
ら
庭
の
横
に
は
歩
道
が
な
く
、
さ
く
ら
庭
の
階
段

を
使
う
か
、
歩
道
の
な
い
車
道
に
出
て
歩
く
必
要
が
あ
る
。

歩
行
者
等
の
安
全
確
保
が
求
め
ら
れ
る
が
、
対
策
は
。

答
　
本
庁
舎
駐
車
場
の
北
口
出
入
口
か
ら
柳
町
側
の
南
口
出

入
口
に
か
け
て
、
歩
道
の
な
い
部
分
も
あ
る
こ
と
等
か
ら
、

通
行
す
る
車
両
と
歩
行
者
が
す
れ
違
う
際
に
危
険
な
場
合
も

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
正
面
玄
関
側
の
北
口

出
入
口
に
、
車
両
に
対
す
る
一
時
停
止
と
徐
行
を
促
す
看
板

を
設
置
し
て
い
る
が
、
今
後
、
駐
車
場
内
に
危
険
な
箇
所
が

な
い
か
改
め
て
点
検
し
、
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
。

熊
等
の
鳥
獣
に
よ
る
人
身
被
害
の
防
止

質
　
今
年
は
春
先
か
ら
多
く
の
熊
等
の
鳥
獣
の
目
撃
情
報
や

農
作
物
等
へ
の
被
害
が
あ
り
、
人
身
被
害
の
防
止
に
地
元
猟

友
会
の
メ
ン
バ
ー
が
大
き
な
力
を
担
っ
て
い
る
。
猟
友
会
の

出
動
要
請
等
の
状
況
は
。

答
　
過
去
５
か
年
の
出
動
実
績
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
以
外
も

含
め
累
計
で
令
和
３
年
度
が
１
３
５
０
人
、
４
年
度
が
１
４

５
３
人
、
５
年
度
が
２
２
０
１
人
、
６
年
度
が
１
５
１
２
人
、

７
年
度
が
８
月
末
時
点
で
、
１
３
０
５
人
と
な
っ
て
お
り
、

非
常
に
増
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
実
施
隊

の
猟
友
会
や
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
農
作
物
被
害
の

防
止
や
住
民
の
安
全
確
保
等
に
努
め
る
。 青

松
・
公
明
党

渡
邊

正
人

市
民
意
識
調
査
結
果


